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1953年生まれ。愛知県立旭丘高校を経て早稲田大学政治経済

学部に入学、77年卒業、80年同大学院経済研究科修士課程

修了。同年八千代証券(現三菱ＵＦＪモルガンスタンレー証券)

に入社し2010年に退社。その間、埼玉大学大学院経済科学

研究科博士後期課程に入学し博士号を取得。2012～ 13年ま

で内閣府大臣官房審議官、内閣官房内閣審議官、13年４月よ

り日本大学国際関係学部教授、16年 4月より法政大学法学部

教授に就任し24年 3月定年退職、「資本主義の限界」と「成

長信仰宗教批判」を展開。マクロ経済、国際金融を文明史論

的な視野から見た著作の数々を刊行、新たな世界のあり方を

探っている。

【みずの・かずお】

人
間
を
不
幸
に
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩

Vol.23

―

21
世
紀
の
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
運
動
―

　
政
府
は
昨
年
末
、
２
０
２
６
年
度
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長

率
は
１
・
３
％
と
の
見
込
み
を
公
表
し
た (
２
０
２
５
年

度
は
１
・
１
％
増
見
込
み)

。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
２
０
２
６
年
４

月
に「
世
界
経
済
見
通
し
」を
公
表
し
、
日
本
に
つ
い
て
は

２
０
２
６
年
０
・
７
％
増
、
２
０
２
７
年
０
・
６
％
増
と
の

見
通
し
を
発
表
し
た（
２
０
２
５
年
実
績
値
１
・
２
％
増
）。

　
21
世
紀
に
な
っ
て
小
泉
純
一
郎
政
権
以
来
政
府
は
基

本
的
に
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
２
・
０
％
増
を
目
標
と
し

て
き
た
が
、
２
０
２
５
年
ま
で
の
実
績
は
年
０
・
７
％
増

と
、
こ
の
四
半
世
紀
、
ま
っ
た
く
期
待
外
れ
に
終
わ
っ
て

い
る
。

　
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
供
給
サ
イ
ド
か
ら
技
術
進
歩
率（
以

下
Ｔ
Ｆ
Ｐ
）、
資
本
投
入
量
、
労
働
投
入
量
の
成
長
率
へ

の
寄
与
度
を
み
る
と
、
Ｔ
Ｆ
Ｐ
が
０
・
７
％
ポ
イ
ン
ト

（
以
下
pt
）、
資
本
投
入
量
が
０
・
１
％
pt
、
労
働
投
入
量

が
マ
イ
ナ
ス
０
・
３
％
pt
と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
合

計
値
０
・
６
％
増
が
潜
在
成
長
率
、
い
わ
ば
持
続
的
可
能

な
成
長
率
と
な
る（
表
示
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し
て

端
数
処
理
し
て
い
る
た
め
合
計
額
と
合
わ
ず
）。

　
政
府
は「
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
強
力
な
推

進
に
よ
り
、（
中
略
）持
続
的
な
経
済
成
長
が
確
保
さ
れ
、

更
な
る
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
好

循
環
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て『
豊
か
で
安
全
・
安
心

な
社
会
』の
実
現
を
目
指
し（
第
７
期「
科
学
技
術
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画
」２
０
２
６
年
３
月
27
日
）、ネ
ッ

ト
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
、
Ａ
Ｉ
化
を
促
進
し
て
い
る
が
、
Ｔ

Ｆ
Ｐ
は
上
昇
す
る
ど
こ
ろ
か
減
速
し
て
い
る
。

　
政
府
の
意
気
込
み
と
は
裏
腹
に
、個
人
は
将
来
不
安
を

理
由
に
個
人
金
融
資
産
を
増
や
し
て
い
る
。
金
融
資
産

の
保
有
目
的
で
最
も
多
い
の
は「
老
後
の
生
活
資
金
」で

あ
る
。
個
人
は
公
的
年
金
だ
け
で
は
心
も
と
な
い
と
考

え
て
、
所
得
が
伸
び
な
い
な
か
個
人
金
融
資
産
を
増
や

し
て
い
る
。
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
た
１
９
９
１
年
度
末
時

点
で
１
０
２
６
兆
円
だ
っ
た
が
、
２
０
２
５
年
末
に
は

２
３
５
１
兆
円
と
２
・
３
倍
に
増
加
。雇
用
者
報
酬
比
で

み
て
も
91
年
度
末
４
・
１
倍
か
ら
７
・
２
倍
へ
と
高
ま
っ

て
い
る
。個
人
＝
国
民
は「
不
安
な
社
会
」を
生
き
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
Ｔ
Ｆ
Ｐ
が
高
ま
ら
ず
、経
済
成
長
率
が
低
迷
し
て
い
る

の
は
日
本
特
有
の
原
因
に
あ
る
の
か
、あ
る
い
は
先
進
国

共
通
の
現
象
な
の
か
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。先
進
国

の
Ｔ
Ｆ
Ｐ
を
比
較
す
る
と
、特
に
日
本
が
悪
い
わ
け
で
は

な
い
。Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
95
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

革
命
が
起
き
た
１
９
９
５
年
以
降
の
Ｔ
Ｆ
Ｐ
上
昇
率
を

日
米
英
独
の
４
ヵ
国
で
比
較
す
る
と
、日
本
は
米
国
の
年

０
・
62
％
増
に
わ
ず
か
に
劣
る
程
度
で
、
ド
イ
ツ
や
イ
ギ

リ
ス
を
上
回
っ
て
い
る（
図
参
照
）。そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
本
が
低
成
長
な
の
は
、
資
本
投
入
量
と
労
働
投
入

量
が
ほ
ぼ
前
年
比
ゼ
ロ
％
と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
革
命
後
の
デ
ジ
タ
ル
化
、Ａ
Ｉ
化
と

い
っ
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
基
本
的
に
は
労
働
代
替
型
で

あ
っ
て
、そ
れ
以
前
の
電
気
や
自
動
車
と
い
っ
た
20
世
紀

の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
労
働
補
完
型
で
あ
り
、
両
者
に
大

き
な
違
い
が
あ
る
。後
者
の
場
合
、
製
造
業
の
Ｔ
Ｆ
Ｐ
上

昇
に
伴
う
生
産
性
上
昇
が
非
製
造
業
の
賃
金
上
昇
に
も

波
及
し
、ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
映
画
産
業
や
旅
行
業
界
が
発
達

し
、労
働
補
完
型
と
な
っ
た
。し
か
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

革
命
後
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
定
型
的
な
仕
事
を
機
械
が

行
い
、職
を
奪
わ
れ
た
労
働
者
の
新
た
な
雇
用
機
会
が
生

ま
れ
て
い
な
い
。

　
そ
の
結
果
、
中
ス
キ
ル
で
中
程
度
の
賃
金
労
働
者
、
い

わ
ゆ
る
中
間
層
の
人
々
は
低
ス
キ
ル
・
低
賃
金
の
労
働
市

場
に
職
を
求
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。低
ス
キ
ル
労
働
市

場
で
は
労
働
供
給
が
企
業
の
労
働
需
要
を
上
回
り
、低
賃

金
で
働
く
人
が
増
え
る
。も
ち
ろ
ん
、ハ
イ
ス
キ
ル
・
高
賃

金
の
職
へ
移
動
す
る
人
も
見
ら
れ
た
が
、そ
れ
は
主
に
女

性
だ
っ
た
。男
女
の
能
力
に
も
と
も
と
差
が
な
か
っ
た
こ

と
が
証
明
さ
れ
つ
つ
あ
り
、デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
で
中
間
層

の
男
性
へ
の
過
大
評
価
が
是
正
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
を
絶
え
が
た
い
と
感
じ
た
男
性
は
、「
絶
望

死
」を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。自
死
と
い

う
の
は
生
命
の
維
持
を
自
ら
断
つ
わ
け
だ
か
ら
、近
代
社

会
の
理
論
的
枠
組
み
を
つ
く
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
い

う
プ
ロ
パ
テ
ィ
を
、財
産
権
と
い
う
よ
り
は
生
命
・
自
由
・

財
産
を
総
称
す
る
固
有
権
と
理
解
す
れ
ば
、近
代
社
会
は

崩
壊
の
瀬
戸
際
に
立
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
１
９
７
０
年
代
に
Ｐ
Ｃ
が
登
場
し
、
オ
フ
ィ
ス
や
生

産
・
販
売
現
場
で
普
及
し
て
い
っ
た
。１
９
８
７
年
、
ロ

バ
ー
ト
・
ソ
ロ
ー
が「
至
る
と
こ
ろ
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
時
代
を
目
に
す
る
が
、
生
産
性
の
統
計
で
は
お
目
に

か
か
れ
な
い
」と
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
式
で
述
べ

た
。２
０
１
２
年
に
な
っ
て
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
が「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
こ
れ
ま
で
に
な
い
ペ
ー
ス
で
次
々
に
出
現
し

て
い
る
の
と
い
う
の
に
ア
メ
リ
カ
人
は
将
来
に
つ
い
て

ま
す
ま
す
悲
観
的
に
な
っ
て
い
る
」と
言
っ
た
。

　
ソ
ロ
ー
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
パ
ラ
ド
ッ
ク

ス
は
未
だ
に
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
ま
ま
で
あ
る
。こ
の
２
つ

の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
解
け
な
い
の
は
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
そ

れ
自
体
が
社
会
全
体
の
生
産
性
を
自
動
的
に
上
げ
る
も

の
で
は
な
く
、む
し
ろ
人
間
の
職
に
と
っ
て
代
わ
る
も
の

な
の
で
、人
々
は
不
安
な
の
だ
。

　
さ
ら
に
難
解
な
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
あ
る
。

　
１
９
６
６
年
、哲
学
者
の
マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
が

「
人
間
は
言
葉
で
表
せ
る
以
上
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

人
間
は
、
自
分
自
身
で
も
は
っ
き
り
説
明
の
で
き
な
い

『
暗
黙
知
』と
い
う
大
き
な
情
報
の
貯
蔵
庫
に
四
六
時
中

頼
っ
て
生
き
て
い
る
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
コ
ー
ド

で
、そ
う
し
た
知
識
を
記
述
す
る
の
は
至
難
の
業
だ
」と

言
っ
た
が
、
デ
ィ
ー
プ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
で
Ａ
Ｉ
が

「
暗
黙
知
」ま
で
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
イ
ギ
リ

ス
が
国
民
国
家
に
な
る
過
程
や
産
業
革
命
時
に
起
き
た

エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
運
動
で
農
民
が
土
地
か
ら
切
り
話

さ
れ
て
、賃
金
労
働
者
と
な
っ
た
よ
う
に
、21
世
紀
は
上

位
０
・
１
％
の
人
が
Ａ
Ｉ
の
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー(

囲

い
込
み)

を
断
行
し
、
多
く
の
人
間
が
社
会
か
ら
放
り

出
さ
れ
か
ね
な
い
。

　「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
進
歩
す
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
」と

い
う
思
考
ほ
ど
危
険
な
も
の
は
な
い
。

３
つ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
意
味
す
る
も
の

Ｔ
Ｆ
Ｐ
鈍
化
は
先
進
国
共
通
の
現
象

インターネット革命後、先進国のTFP成長率は鈍化


